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●■レ 育嘴 り:2,000円 (当日2500円 )●大妻
=′
前売り 1,000円 (当日]500円 )●小 中 稽腋生 /青喘 り:500円 (当日1∞0円 )

小野市民会館 各コミュニティセンター (かわい いちば きすみの おおべ 下東条)図書館 好古館
電話 FAX E malで の申し込みも可能です。(代 3郵送)

県民芸,濠l嘱
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空 `%7″ (g⊃ ゎ
〈関西フィルと 緒に演奏しよう吹奏楽:Jと の共演)
[官候ht生  バラのFll肉祭
(地元出身奏イとのビアノコンチェルト)

ベートーヴェン :ビアノ協奏曲第 1番 Op 15よ り第 1楽革

(関西フィルと 締に歌おう含唱F4 F.改命唱団との共演)
。「フアンタジア 四季J～管弦業と混声含叫」と等のための～

〈ヴェルディ ワーグナー生誕20()周 年 藤 4幸夫躍動の舞台 1)
・ワークナー :楽劇「ニュルンベルクのマイスタージンガーJ第 1幕への前奏山

前売り赫 日 職 24年 12月 16日 (日 )



今年は合唱愛好家約 100人力ヽ  8月から毎週全曜口の夜に丼洋潔氏 西村将
「

氏 保科康子
氏 宮村lf子氏らの指導のもとに練習を重ねています
束口木大晨災で失われた多くの人のIl そして自然 それらをもとに戻すことまできません.
しかし この美しい日本の姿を少しても多く残し また いつまでも人の記 |とに留めておきたい
ものです

今日 そんな美しい日本の風景を描いた懐かしい章話を 兵市教育大学名誉教授保科,+氏が
オーケストラと子と合唱のために編山された 「ファンタンア四千」を心を込めて歌い■1デます

(Fll長 :● 村 厚  )

平成 15年からブロのオーケストラと一拮に同じステージて漬奏させていただいて 今年
で 10年目になります |ヽ野吹実楽団をll体 に 市内の中学 高校上が集まり8月 から月 1
1・lの練習日程で 稲11腱司氏と関西フィルハーモニー管弦■F■l員の指導を受けています.関
西フィルの管 打楽器 コントラバス業者と 結に嗅奏楽編成でオリウァドゥティll山 「ハ
ラの話内祭Jと スーザ作曲 |十 1イ候補 /■ Jを演奏します

(同長 :森 木  譲 )

塚 田 ゆき奈 (ビアノ独却

終,■後に指揮者や楽団員をお招きし開催しています 小野li民
会館では 「聴くJ「観るJだけでなく 観客が出演とと「触れるJ
小野市の4・ Z11を 「味わうJI嗅 ぐJな ど五感を満足していただく
ことを回折しています 演■会 楽器 合嘔回のことなど吉■.l
義で絆り_ヒがつます.あなたもぜひ参加してみませんか (●料 )

争奏者プロフィール
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二歳で初舞台 f三臓の調べJ
で邦楽の世界に入る.故横出春
千音 新絃社初Fヽ家元 故狩谷
春樹氏の指導を受け 今に至る.
海外演奏旅行 国内の演奏会
に出慎 ll策 を重ね 日本古来
の伝統文化継承のため 子供か
ら年配の方まで 楽しく事を弾
ける演奏をモットーに普及活動
に 育成にと力をltいでおりま
す。生口流新絃社大師範

勁少期より 社,である故検
出春千音より手解きを受け 挙
を始める。その後 生田流新絃
社入円後専門的に邦栞を学びコ

ンクール出場等搭験をつみ 演
奏活動を行う 一方で 神戸女
子大学教育学部にて学んだ 幼
児教育 情操教市を基に日本古
来の音楽 邦楽を後世に伝える
べく 保育園 幼雅園での演奏

上山梢葉

平成 15年～平成

当道音楽会藤春正

真師に入F,

准|・1範
生口流挙曲葉風会

中村双葉師に転円
ll師範

師範
邦楽グループ「tヽ

とたけJ上山悠山
と結成倅 の指詢

昭和86年4月

昭和47年8月

昭●57年 4月

昭和62年6月

平成11年 1月

平成元年

活動並びに子ども教室を開催する 現在は 国際
交流の一環としてワークショップも開催している。

寧組 千音台 主7

21年 篠山市立東中学校 篠山
市立今日中学校 (音楽選

IPN指導)

中 村 ― 見 木之下優香


